
  
 

 

 

 

「高島市方面の医療と歴史・文化を学ぶ」と題し、3 月 18 日（月）～19 日（火）の春季休暇期間を利用して、認定ＮＰＯ法人滋賀医療人育成協力機構と協同で宿泊研修を実施しました。 
本学学生９名（医学生 3 名、看護学生 6 名）が参加しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 

   
 

2019/3/18（月）・19（火）

白鬚神社  

びわ湖に浮かぶように建つ朱塗りの

鳥居で知られ「近江の厳島」とも呼

ばれます。創建から約 2000 年の

歴史を持つと伝えられており、近江

最古の神社としても有名。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別養護老人ホーム清風荘  

林係長から施設の概要について説明

を受けた後、2 班に別れて施設を見

学させていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今津病院  

岸本理事長よりご挨拶いただき、

仁賀事務長から病院の概要につい

て説明いただきました。その後透

析センターなど院内を見学させて

いただき、本学 OB の岩城医師よ

り自身の体験を踏まえたお話を聞

かせていただきました。また本学

ＯＢの吉永看護師とも意見交換を

行い、交流を深めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メタセコイア並木  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

琵琶湖周航の歌資料館  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

藤樹書院跡 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
特別養護老人ホームふじの里  

落川施設長から施設の概要につ

いて説明を受けた後、施設を見

学させていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高島市民病院  

小泉副院長より施設の概要に

ついて説明いただきました。 

本学ＯＢの上野医師からもお

話いただき、施設を見学させ

ていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

今津サンブリッジホテル 

〔第１部〕講演会・意見交換会等 

 ・高島市健康福祉部健康推進課 課長 青谷光恵 氏 

   健康推進課主監 水浦久美 氏、地域包括支援課 古谷靖子 氏  

  「湖西地域の医療福祉の現状と課題」 
 

 ・高島市民病院 ３階東病棟 看護師長 岡田裕子 氏 

  「ひとりひとりの多様な課題に対応した切れ目ない組織的な支援の必要性」    

 

第１部での講演会では、湖西地域の医療体制や周産期包括や 

産後ケア等の取り組みについてお話いただきました。 

第２部では、研修先でお世話になった方々や里親、室員の 

先生方と情報交換を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高島市民病院朽木診療所  

増田所長から病院の概要について

説明を受けた後、診療所内を見学

させていただきました。また、朽

木村を案内していただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
マキノ病院 

森田病院長から病院の概要につ

いて説明を受けた後、院内を見

学させていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

私自身特別養護老人ホ

ームを見学させていた

だくのが初めてでした。

利用者さんが暮らしや

すいような工夫がたく

さんあり、それを支えて

いるスタッフの方の考

え等も聞け、学ぶことが

たくさんありました。

(看護学科第１学年) 

 

研修の様子は里親ＨＰにも

詳しく掲載しています！！ 
地域里親学生支援のホームページ 

(http://satooya.shiga-med.ac.jp/)をご覧ください！ 

介護職員不足により提

供できるサービスを制

限せざるを得ないとい

うお話があったことが

印象的であった。  

（看護学科第１学年) 

高齢化が進んでいるな

ど地域の特色に合わせ

た医療体系も知ること

ができました。多職種

が連携して、患者さん

を支える仕組みがいち

ばん印象的でした。 

(看護学科第１学年) 

 

四季折々の美しさを感じられるメ

タセコイア並木や、学問の歴史に

触れられる藤樹書院といった魅力

的なスポットの多い地域であるこ

とを知った。(看護学科第 3 学年) 

 

今までの実習等では、急性期の病院に行か

せていただくことが多く、回復期の病院に

ついてはイメージできないことも多かっ

たです。しかし今回の宿泊研修では、地域

に根ざした回復期の病院も見学に行かせ

ていただき、生活を支える看護とは何かを

学ぶことができました。特別養護老人ホー

ムも見学に行かせていただき、看護師とし

て、地域で高齢者の生活を支えるという働

き方も良いなと感じることができました。

(看護学科第 3 学年) 

 

 

 

朽木は高島市の中で特に人口

減少・高齢化が進んでいるとの

ことですが、人口が少ないから

こそ生まれる濃密な関りは、と

ても素敵なことだと思いまし

た。同時に、朽木に住む人々に

とって診療所は欠かせない存

在であることを感じ、人口減少

が進む中で医療を維持してい

くことの責任の重みはどれほ

どのものだろうと思いました。

(看護学科第 1 学年) 

高島市は、現在急速に高

齢化しており、その意味

において高島市は日本の

最先端であると言われて

いるそうです。そのため

特別養護老人ホームや病

室はどこも一杯であり、

またお亡くなりになられ

る方も多くおられます。

そのような状況の中で医

療従事者は、「ご高齢者や

そのご家族」とどのよう

に接するか、とういうこ

とが重要になってくると

思いました。そのため医

療従事者は自分なりの死

生観について哲学を持

ち、それに従い意思疎通

や判断を行うことが求め

られると思いました。

(医学科第 2 学年 ) 

 

働く医療従事者の方々が皆活き活きしていら

っしゃって、私も将来そのように自分の仕事

にやりがいと誇りを持ちながら働きたいと感

じました。そして、その思いを実現するための

第一歩として、今回学んだ中江藤樹先生の「致

良知」という考えを大事にしたいと思います。

(医学科第 2 学年) 

 

 

病院が３つのみという事に驚

きました。しかし、高島市医

療連携ネットワークがあるた

め、各々の担う役割に沿って

円滑な連携に繋げ、地域医療

を支えておられると学びまし

た。(看護学科第 3 学年) 

 

医療圏の地域を知り、地域に

必要な医療を展開することの

重要性を学びました。マンパ

ワーが大幅に不足している

今、無駄を省き効率的に質の

高い医療を行う必要があると

考えました。(看護学科第 1 学年) 

 

 

http://satooya.shiga-med.ac.jp/

